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　総延長120万kmという日本の道路
は、ほとんどが自治体で管理されてい
る。しかし、補修などは対症療法的に
行っているケースが多い。
　富士通交通・道路データサービスが
開発した「道路パトロール支援サービ
ス」は、汎用的なスマートフォンを使っ
て低コスト・簡便に道路の状況を見え
る化できるサービスである。
　同社は、スマートフォンから取集し
た位置・加速度・速度情報を解析し、

道路の舗装状況をスマホで自動的に見える化

舗装の劣化診断を行う技術を開発。
例えば車両の上下加速度が大きい地
点は、「舗装の走行性能が良くない」と
捉える。
　道路パトロール時に車にスマート
フォンを装着しておくだけでよく、運転
者に業務負担をかけることなく道路
状況を自動的に集めて可視化できる。

　また、同システムでは、道路管理者
が行うパトロール報告業務もサポー
ト。スマホで撮影した位置情報を持つ
写真やコメントを自動的に地図上に展
開し報告書を作成。作業時間が大幅
に削減できた。緊急時にはスマホ写
真を事務所と瞬時に共有し、スムーズ
な対策を支援する。

特別賞 株式会社富士通交通・道路データサービス

スマホ時代・IoT時代の萌芽
ビジネスモバイルの進展

　10年前の2008年、「MCPC award 2008」では、ビ
ジネスでの携帯電話利用が加速。次に来るスマートフォ
ン時代で本格化する「いつでもどこでも情報活用」が実
現し、「業務効率化に加え顧客サービス強化や競争力強
化へ」の動きが見られていた。
　グランプリを受賞したのは、総合警備保障の現場到
着時間を早めるケータイ・カーナビ連携。訪問先情報を
ケータイに表示し、カーナビとBluetooth連携、地図と
経路を自動表示する仕組みだ。到着までの時間を短縮
し、顧客満足度を上げた。
　モバイルと車載器の連携は、現在でも様々なソリュー
ションを生み出している。
　MCPCでは、IoTの前進となる、M2M＝モノとモノの
通信の時代から活用推進に力を入れている。

　2008年はエコモットが降雪時のロードヒーティング
システムの誤作動を防ぐべく、遠隔制御できる「ゆりもっ
と」を開発。降雪を感知すると現場のカメラ画像を建物
のオーナーに通知し、装置を作動させるかどうか判断で
きるというものだ。
　エコモットはこの後もIoTに関する開発を進め、2015
年には「IoTプラットフォームFASTIO」でプロバイダー
部門のグランプリを受賞している。

10年前のモバイルトレンドは？
―MCPC award 2008より

株式会社富士通交通・道路データサービス
事業内容：�商用車データ分析サービス、道

路データ分析サービス等
URL　http://www.fujitsu.com/jp/group/ftrd/

活用分野 自治体等における道路の管
理、補修支援

テクノロジ スマートフォンIoT、速度・
加速度センサー、位置情報

DATA 図　「道路パトロール支援サービス」の概要
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